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要要旨旨  
 環境都市工学部都市システム工学科では、大幅なカリキュラムの改編を行い、2020 年度入学

生から新カリキュラムを適用している。本稿は、新カリキュラム改編で目指したコンセプトを紹

介するとともに、履修・成績データを分析し、学生へのアンケートを実施して効果検証を行った

結果について報告するものである。カリキュラム改編により、旧カリキュラムにおいて問題とさ

れていた事項は、ほぼ解決できたといえる。大幅に変更した科目に関しては、学生の関心が高ま

り、その先の学びや社会で役立つと感じているという回答も多く、新カリキュラムの狙いと学生

の応答は概ね一致しており、満足度は高いことが示された。基礎科目を選択科目とし、応用科目

をコース必修科目とした点についても、カリキュラムツリーや履修モデルの効果もあり、学生の

混乱を招いていないことが確認できた。 
 
キキーーワワーードド  カカリリキキュュララムム改改編編、、効効果果検検証証、、狙狙いいとと応応答答、、履履修修モモデデルル、、アアククテティィブブララーーニニンンググ  
／／  CCuurrrriiccuulluumm  RReeoorrggaanniizzaattiioonn,,  EEffffeeccttiivveenneessss  RReevviieeww,,  AAiimmss  aanndd  RReessppoonnsseess,,  CCoouurrssee  MMooddeell,,  
AAccttiivvee  LLeeaarrnniinngg  
 
11..  ははじじめめにに  
 環境都市工学部都市システム工学科では、大幅

なカリキュラムの改編を行い、2020 年度入学生

から新カリキュラムを適用している。本稿は、新

カリキュラム改編の際に目指したコンセプトを紹

介するとともに、履修・成績データの分析と学生

へのアンケートを実施して効果検証を行った結果

について報告するものである。 
 
22..  カカリリキキュュララムム改改編編にに至至っったた経経緯緯  
 都市システム工学科は、旧都市環境工学科（旧

土木工学科）を母体として旧システムマネジメン

ト工学科（旧管理工学科）の一部が合併する形で

2007 年に発足し、1) 都市デザインコース、2) 都
市環境計画コース、3) 都市情報システムコースの

3 コース体制でスタートした。都市情報システム

コースは、主に旧システムマネジメント工学科所

属の教員によって運営されてきた。しかし、都市

システム工学科への入学生の大部分は、土木分野

の学びを志望しており、都市情報システムコース

を希望する学生は少数であった。2012 年にコー

ス配属者数を均等にしたため、希望に沿わない形
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で配属される学生が増え、さらに情報コースから

はほとんどの土木系科目を履修できないカリキュ

ラムにしたことも相まって、学習意欲が維持でき

ないなど、大きな支障が生じていた。また、発足

後年数を経て教員構成も大きく変化し、コース名

称も含めてコース体制が教育・研究内容に合わな

くなってきていた。こうした情勢の中、多くの学

科教員から、現行のカリキュラムとコース体制を

大幅に変更した方がよいという意見が出され、

2018年より改編に向けての議論が始まった。 
  
33..  カカリリキキュュララムム改改編編ののココンンセセププトト  
 2018 年時点で、「土木技術のわかる情報技術

者」、「情報技術のわかる土木技術者」というクロ

ス・インダストリな技術者への社会的要請はます

ます高まりつつあった。AI、IoT といった情報技

術の急速な発展に伴い、実務に携わる土木技術者

といえども、従来の枠内にとどまっていては成長

が望めない状況にあった。 
 そこで、配属コースに関わらず、学生が自身の

興味に応じて専門科目を履修できるよう、必修科

目を減らし、コース共通の選択科目を大幅に増や

すことを決定した。また、必修科目によってコー

スの特色を出しつつも、一部の実験・実習科目を

除き、他コースからも選択科目として履修可能と

し、排他的な取り扱いは行わない方針とした。さ

らに、土木分野に偏らず、情報系分野も幅広く学

んでもらうため、プログラミング実習を必修科目

とし、全体の提供科目数を減らすことで、情報系

科目の履修も促すことにした。 
 新カリキュラムでは、コース配属は 3年進級時

とし、都市インフラ設計コースと社会システム計

画コースの2コース体制に変更することに決まり、

それぞれのキャッチフレーズは「美しい都市を創

造し、より安全に」と「多様な社会を円滑に、よ

り快適に」とした。 
 
44..  主主ななカカリリキキュュララムムのの変変更更内内容容  
 まず、カリキュラム改編の準備段階として、旧

3 コースの専門科目のシラバスを見直し、科目名

は異なるものの内容が重複していると思われる科

目を統合し、リレー講義科目にして内容の充実を

図った。特に大きく変更したのは、実習科目とア

クティブラーニング科目（中央教育審議会、

2012）である。実習科目では、手描き製図が7割
程度であった「デザイン実習」を、CAD を活用

する能力を養うことを目的に、手描きと CAD の

両方で図面を描く内容に変更した。また、「基

礎・応用プログラミング実習」をコース配属前の

必修科目とし、3 年次のコース配属後には各コー

スの特色を表す実験・実習科目を設定した。アク

ティブラーニング科目としては、1 年春学期の

「情報活用実習」において、前半で情報処理技術

（コンピュータリテラシー）を学び、その後、8
つの専門的なテーマに分かれてグループワークを

行い、実験や調査で得たデータを基に表計算ソフ

トで図表を作成し、合同発表会で班ごとの成果を

プレゼンテーションし、最後に各自が文書作成ソ

フトでレポートを作成するという一連の学びをす

る内容に変更した。さらに、研究室での研究活動

を体験することを目的として、3 年秋学期の必修

科目「都市システム工学セミナー」内に、1 ヶ月

ずつ 2研究室で学ぶプレゼミを設けた。 
 また、基礎科目の多くを選択科目とし、応用科

目をコース必修としたことで、基礎と応用の不連

続に学生が戸惑わないようにするため、各コース

のカリキュラムツリーにおいて、キャリアデザイ

ン別の履修モデルを作成した。学科の就職実績が

多い 1)総合建設業、2)官公庁の土木職、3)設計エ

ンジニア、4)計画・環境コンサルタント、5)建設

系企業の情報部門、6)システムエンジニア、の 6
つの職業・職種を想定し、「必修科目」「履修を強

く勧める科目」「履修が望ましい科目」の 3 種類

を示している。低学年時から卒業後の進路を視野

に入れた履修登録をするよう、年度初めに学年毎

のガイダンスを実施して、カリキュラムツリーと

履修モデルについて説明している。 
 
55..  デデーータタにによよるる分分析析  
55..11..  検検証証にに用用いいたたデデーータタ  
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 2019 年度入学生（カリキュラム改編前）と

2020 年度入学生（カリキュラム改編後）の「全

履修科目とその評価」を入手し、検証に用いた。

また、各年度の学科時間割を用い、学科開講科目

の開講曜限を確認した。なお、検証にあたっては、

個人を特定できないよう「都 19-ABC」「都 20-
XYZ」など、番号部分をランダムなアルファベッ

ト 3文字で置き換えたデータを用いた。さらに、

対象 2 学年に対応する 2022 年度・2023 年度の

「都市システム工学セミナー」のプレゼミ配属希

望結果と、2023 年度・2024 年度の研究室配属結

果のデータを用いた。 
 
55..22..  整整理理ししたたデデーータタ  
 上記データを整理し、下記の資料を作成した。 
・資料 1：科目別・曜限別履修者数 
-- 2019年度・2020年度入学生の科目別履修者数 
-- 2019年度・2020年度入学生の曜限別履修者数 
-- 科目の配当年次（・開講学期）・必修選択の別 
・資料 2：学生成績データ 
-- 2019年度入学生履修データ（各学生の履修科目、

成績評価） 
-- 2020年度入学生履修データ（各学生の履修科目、

成績評価） 
-- 2019年度・2020年度・2021年度入学生 成績評

価集計結果（学生毎） 
 
66..  分分析析結結果果  
66..11..  ココーースス毎毎のの成成績績  
 図 1 と表 1 に 2020 年度および 2021 年度入学

生の、図 2 と表 2 に 2019 年度入学生の、各コー

スの卒業時の GPA 成績分布と平均値をそれぞれ

示す。新カリキュラムの各コースの成績をみると、

2021 年度入学生は都市インフラ設計コースで若

干高い成績を示しているが、大きな差はみられず、

ほぼ均等に配属が行われているといえる。また、

希望自体にも偏りはなく、2020 年度入学生から

表 1 各コースのGPA平均値（都 20, 都 21） 
 全体 都市インフラ 社会システム 

都 20 2.35 2.32 2.38 
都 21 2.38 2.49 2.26 

 

  

  
図 1 各コースの成績分布（上：2020年度入学生、下：2021年度入学生、左：都市インフラ設計コー

ス、右：社会システム計画コース） 
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の 3 年間で、各コースの希望人数差は 1～2 人と

微差であった。 
 一方で、2019 年度入学生の成績をみると、環

境計画コース＞デザインコース＞情報システムコ

ースの順に、明確な成績分布の偏りがみられる。

コースの人気順もこのとおりであった。新カリキ

ュラムになって、コース間の成績の偏りが解消さ

れたといえる。 

 なお、2019年度入学生のGPA平均値は2.53と
新カリキュラム生と比べて高いが、これは 2020
年春学期にコロナ禍の影響で定期試験が実施でき

なかったことにより、成績評価基準が甘くなった

結果と考えられる。これは、2018 年度生の卒業

時のGPA平均値が2.45、2017年度生が2.31だっ

たことからも裏付けられる。 
 
66..22..  曜曜日日別別履履修修者者数数のの偏偏りりのの解解消消  
 表 3 は、2、3 年次における曜日別のべ履修者

数が最も少ない曜日をまとめたものである。

2019 年度入学生では、2 年次に 98 名（秋学期金

曜）、3 年次に 34 名（秋学期水曜）という、履修

者数が極端に少ない曜日が存在していた。一方、

2020年度入学生については、2年次で169名（春

学期火曜）、3 年次で 95 名（春学期水曜）が最小

曜日であり、履修者数が極端に少ない曜限が解消

し、改善できていることがわかる。これは、旧カ

リキュラムから新カリキュラムに移行する際に、

科目数を絞ったために履修の自由度が下がったこ

とや、時間割作成時に曜日毎の科目配置を綿密に

考慮したことなどが要因と考えられる。 
 
66..33..  カカリリキキュュララムムツツリリーーにに沿沿わわなないい履履修修ををししてて

いいるる学学生生のの成成績績  
 2 年次の基礎科目の「○○学」「○○学演習」

は選択科目であり、3 年次の「応用○○学」は配

属されたコースによっては必修科目となるため、

「○○学」「○○学演習」を履修せずに「応用○

○学」を履修する学生がいると想定される。表 4
に、これらの学生の成績を抽出した結果を示す。

該当する学生は 12 名であり、全学生の 1 割程度

と少なく、都市インフラ設計コースがやや多い。

表 3 2、3年次における曜日別の最小のべ履修者

数（土曜を除く） 
 2020入学生 2019入学生 

2年次春 169 名（火曜） 175 名（火曜） 
2年次秋 216 名（金曜）  98 名（金曜） 
3年次春  95 名（水曜） 183 名（月曜） 
3年次秋 131 名（水曜）  34 名（水曜） 

  

  

  
図 2 各コースの成績分布（2019年度入学生、デ

ザ：都市デザインコース、環計：都市環境計

画コース、情シ：都市情報システムコース） 
 

表 2 各コースのGPA平均値（都 19） 
 全体 デザイン 環境計画 情報シス 

都 19 2.53 2.50 2.88 2.12 
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これらの学生の多くは演習科目を履修していない。

応用科目の成績を見ると、不可はなく、比較的良

い成績を修めている。科目によっては、基礎科目

と応用科目の関連が薄いケースもあるようである。

これらのことから、2 年次の基礎科目の選択科目

への変更は、応用必修科目の修得に大きな問題を

引き起こしていないことが確認できた。 
 
66..44..  選選択択科科目目履履修修者者ののココーーススのの偏偏りり  
 新カリキュラムになり、いずれかのコースが選

択できない科目は、3 年次の専門的な実験・実習

のみとなった。3 年次の科目別履修者数 (%) に着

目すると、コースによって必修・選択が分かれる

科目、コース共通の選択科目のどちらも、片方の

コースの履修者が 0名となる科目はなかった。例

えば、「プロジェクト・マネジメント」では、

2019 年度入学生は都市情報システムコースのみ

選択可であったが、2020 年度入学生では両コー

スの選択科目であり、各コースの履修者がおおむ

ね 1：1 であった。コース間の偏りがみられる科

目はあるが、他方のコースが選択できない科目が

減り、学生の意志に沿った履修が可能になったと

いえる。 
 

66..55..  研研究究室室配配属属ととププレレゼゼミミ配配属属ととのの関関係係  
  表 5 は 2022 年度「都市システム工学セミナー」

のプレゼミ配属と 2023 年度の研究室配属との関

係、2023年度のプレゼミ配属と 2024年度の研究

室配属との関係をまとめたものである。研究室配

属に先立ってプレゼミに参加した学生が半数を超

える研究室が、2023年度では13研究室、2024年
度では 11 研究室あり、プレゼミ配属後に当該の

研究室に配属となった学生の割合は、2023 年度

が約 60%、2024 年度が約 54%であった。プレゼ

ミの配属が 1 研究室 12～15 名、研究室配属が 1
研究室 6～8 名であることを踏まえると、多くの

学生にとってプレゼミへの参加が研究室配属の意

思決定に繋がったといえる。また、2023 年度に

おいては、大学院進学者のうち約76%が当該研究

室のプレゼミ配属後に学内進学をしていることか

ら、大学院進学者を増やす手段としてプレゼミ内

での大学院進学の推奨は有効である可能性がある。 
 また、コース選択と研究室配属の関係について

は、都市インフラ設計コース生は地球環境系と設

計建設系の研究室、社会システム計画コース生は

計画・マネジメント系と情報システム系の研究室

を選ぶ割合が高いことが表から読み取ることがで

き、学生はカリキュラムと対応した研究室選択を

しているといえる。 
 
77..  アアンンケケーートト調調査査  
 新カリキュラムの設計や意図に沿って学生が履

修しているか、また、新たに設定した科目の狙い

を学生が受けとめられているかを確認するために、

2020 年入学生を対象としたアンケート調査を卒

業前に実施した。有効回答数は 80 件で、都市イ

ンフラ設計コースが 43 名、社会システム計画コ

ースが 37名であった。 
 新カリキュラムでは「デザイン実習」を 2年次

から 1 年次に前倒しし、CAD も教える内容に変

更した。デザイン実習に関して『製図を学んだこ

とで設計への関心は増しましたか？』『製図を学

んだことがその先の学びに役立っていると思いま

すか？』という 2 問についての回答結果を図

表 4 カリキュラムツリーに沿わない履修パターン

の学生の成績（A~H：都市インフラ設計コー

ス，I～L：社会システム計画コース） 
学生 〇〇学 〇〇学演習 応用〇〇学 

A 
良 － 優 
優 － 可 
良 － 良 

B 良 － 優 
C 良 － 優 
D － － 良 
E 不可→秀 － 良 
F 可 － 可 
G 不可→良 － 優 
H 良 － 優 
I 良 － 優 
J － 3年次配当 優 
K － 3年次配当 良 
L － 3年次配当 優 
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3(a),(b) に示す。設計への関心が増したという回

答が多い反面、その先の学びとの繋がりがあると

思う回答がやや少ない。さらに、図 3(c) の受講し

て感じたことについての回答でも、「初年度から

受講したことで興味がわいた」という回答が多い

一方で、「設計・製図に関する授業をもっと多く

開講して欲しかった」「他の専門科目とのつなが

りが不足」という回答が一定数あり、上位年次の

応用科目でも CAD を教える機会を設ける必要性

が示されたといえる。コースごとの特徴としては、

都市インフラ設計コース生の方が、デザイン実習

によって設計への関心が増し、その先の学びとも

リンクしていると感じている傾向がみられた。 
 新カリキュラムで 2年次必修とした「プログラ

ミング実習」について、コースごとに感想に違い

があることが分析の結果わかった。『プログラミ

ング（言語というよりは考え方）は身近なものと

なりましたか？』『プログラミングに対して親し

み（積極的に使ってみたい気持ち）を持ちました

か？』『プログラミングを学んだことがその先の

学びに役立っていると思いますか？』という 3問

についての回答結果を図 4に示す。全体的には、

プログラミングが身近になったと感じた学生（そ

う思う以上）の割合が80%と多く、全員必修科目

にした意義は達成できているといえる。特に社会

システム計画コースの学生では約半数が「とても

そう思う」と回答しており、親しみについても、

社会システム計画コースの学生の 4分の3がポジ

ティブな回答をしているのに対し、都市インフラ

設計コースの学生ではその割合が半分以下であっ

た。さらに、プログラミングがその先の学びに役

立っていると感じた割合は、都市インフラ設計コ

ースの学生でも一定数見られるものの、やはり社

会システム計画コースの学生の方がかなり多い。

これらの結果から、3 年進級時のコース選択にお

いて、プログラミング実習を履修した結果に基づ

く親しみや適性の自己分析が影響している可能性

が示唆される。 
 プレゼミについての回答結果を図 5に示す。プ

レゼミは、研究室選択に役立つだけでなく、卒論

への関心を高める効果があったことがわかった。

しかし、プレゼミが大学院進学を考えるきっかけ

表 5 研究室配属とプレゼミ配属との関係（左：2023年度，右：2024年度，プレゼミは 1年前） 

系 研究室 都市 
インフラ 

社会 
システム 

上位年次 
者数 配属者数 プレゼミ 

履修者数 
プレゼミ 
割合 

学内進学 
希望者数 

地球 
環境系 

A 3 8 3 2 0 0 6 10 2 5 33% 50% 0 0 
B 3 6 3 1 0 0 6 7 0 5 0% 71% 0 0 
C 6 6 0 1 0 0 6 7 6 2 100% 29% 3 1 
D 5 3 1 3 0 1 6 7 3 3 50% 43% 1 0 
E 6 8 0 0 0 0 6 8 6 5 100% 63% 2 1 

設計 
建設系 

F 8 10 0 0 1 0 9 10 9 8 100% 80% 2 1 
G 5 2 0 0 1 1 6 3 4 1 67% 33% 0 0 
H 3 0 0 0 0 0 3 0 1 0 33% 0% 0 0 
I 5 6 2 1 0 0 7 7 5 3 71% 43% 0 0 

計画・

マネジ

メント

系 

J 4 2 2 5 0 1 6 8 3 4 50% 50% 2 2 
K 0 2 5 4 0 1 5 7 4 5 80% 71% 1 1 
L 2 4 4 3 0 0 6 7 5 4 83% 57% 0 1 
M 0 1 9 7 0 2 9 10 6 3 67% 30% 0 2 

情報シ

ステム

系 

N 0 0 7 7 0 0 7 7 5 5 71% 71% 3 3 
O 2 0 4 7 0 0 6 7 1 4 17% 57% 0 0 
P 1 0 5 7 0 0 6 7 3 5 50% 71% 2 0 
Q 0 1 5 5 1 1 6 7 4 4 67% 57% 1 0 
R 3 0 3 3 0 1 6 4 2 1 33% 25% 0 0 
S 0 － 1 － 3 － 4 − 1 − 25% － 0 － 
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になったと答えた学生は多くなく、3 年次の秋ま

でに進学しないという意思決定が既になされてい

る可能性が示唆された。本分野の大学院進学者を

増やすという課題については、今後も継続的な調

査と解決に向けた様々な試みが必要といえる。 
 2 年次の基礎科目と 3 年次のコース必修科目に

関する学生の応答結果を図 6 に示す。2 年次基礎

科目のほとんどを選択科目としたことに対して、

多くの学生から「自由度が高くていい」という評

価を得られた。「どの科目を履修したらいいかわ

からなくて困った」という回答が少しあったが、

懸念していた「3 年次に応用科目がコース必修と

いうことを知らない」という問題はないことが確

認できた。3 年次のコース必修科目に対する感想

は、「必修科目数は適切だと思う」「コースの特色

があってよかったと思う」「他方のコースでも選

択科目として履修できるのがよかった」という肯

定的な回答が多く、カリキュラムの狙いと応答が

一致していることが確認できた。 
 履修モデル（職業・職種別）についての回答結

果を図 7に示す。履修モデルは参考になったとい

う回答が多く、履修選択の自由を提供する一方で、

将来の進路を考えさせる機会を設けられているこ

とが確認できた。履修モデルを 1、2 年次から浸

透させることで、2 年次の履修で困る学生を減ら

すことができると考えられる。 

 
(a) プログラミングは身近なものとなったか？ 

 
(b) プログラミングに対して親しみを持ったか？ 

 
(c) その先の学びに役立っていると思うか？ 

図 4 「プログラミング実習」に関するアンケー

トの集計結果 
 

 
(a) 設計への関心は増したか？ 

 
(b) その先の学びに役立っていると思うか？ 

 
(c) 受講して感じたこと 

図 3 「デザイン実習」に関するアンケートの集

計結果 
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88..  おおわわりりにに  
 今回のカリキュラム改編により、旧カリキュラ

ムにおいて問題とされていた事項は、ほぼ解決で

きたといえる。大幅に変更した科目に関しては、

学生の関心が高まり、その先の学びや社会で役立

つと感じているという回答も多く、新カリキュラ

ムの狙いと学生の応答は概ね一致しており、満足

度は高いことが示された。基礎科目を選択科目と

し、応用科目をコース必修科目とした点について

も、カリキュラムツリーや履修モデルの効果もあ

り、学生の混乱を招いていないことが確認できた。

また、新カリキュラムが、コース選択や研究室選

択を円滑にしている可能性も示唆された。 
 新カリキュラムの完成年度を迎え、再度の見直

しが必要かどうかを検討するために調査・検証を

実施したが、2020 年度以降に明らかになった時

間割等の問題については随時対応しており、当面

は大幅なカリキュラム変更の必要はなさそうだと

いえる。 
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(a) 2年次基礎科目 

 
(b) 3年次コース必修科目 

図 6 2年次基礎科目と 3年次コース必修科目に

関するアンケートの集計結果 
 

 
図 7 履修モデルに関するアンケートの集計結果

（履修モデルは参考になったか？） 
 

 
(a) 研究室選択に役立ったか？ 

 
(b) 特別研究（卒論）への関心は増したか？ 

 
(c) 大学院進学を考えるきっかけになったか？ 
図 5 プレゼミに関するアンケートの集計結果 

 


